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f 多様な教育課題への冠応
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り組みやこれまで“掬い“RL 撚ザ断しい教育課理編成や

先行実施に向けた取り組みの検討を中心に進める
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3 教職員の研修の充実

〔裟施計画の重点〕
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子どもたちの学力向上

項 .
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1個に応じた指導の充実
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自 由 記 述 欄
〔学校目標 ･学校経営方針に視点を充てた総括的な評価〕

指導法の工夫が行われているが、一人一人の基礎基本の習得
状況

(学習評価)の把握が不十分であるため、指導法の成果と関連付けられ

ないところがある。今後の課題である。保
護者と教師との学習状況の認

識の差が見られるので、個別面談の充実を図り、
家庭学習の協力を-

層進める必要がある。

2健やかな心と身体の育成 オープンスペースという校舎の特色から子どもたちが開放的な気分

になるところがあり、規範意識や集中力･落ち
着きなどに影響が見られ

る。異学年齢の交流では、子ども
の関わり"ことって有意義な活動であ

るがそれを充実 ･発展へとつながる次のステップが重要である。すぐれ

た取り組みであるが子どもの健やかな心へとつながる検証もあわせて
“爾爽窓ス

□
課題に迅速に対応する
学校作り

1 多様な数台課題への対応 教菖課題を整理し取り組みを進めてきており、少しずつ課題へのf

心が深まってきている。次は教育課程にどのよ引
こ位置づけて、指導

計画を作るかが求められている。また、すべてを浅く取り組む
のではな

く優先順位をつけて、集中的に取り組む野では
なく優先順位をつけ

て、集中的に取り組む必要もある。

2 地域に開かれた学校づくり 開かれた学校づくりについては保護者の評価が
高く、現在の取り組

みの継続を求める意見が多い。地域の活用についても
進めているが、

具体的な打合せ等の時間が取れないところもあり、十分に活用され

ず、効果的な事業になってい
ない。

m ,
教職員の指導力向上

1 教員の指導力向上について 指導力向上につなげるために職員一人ひとり
が公開授栄を行って

り、外部講師の方の講評も頂いて
いる。授業技術だけでなく教材の

発や工夫など、教師としての研究心がさらねこ
必要である。

逗子小〕学校 2008 (平成20) 年度 項目別に捉えた学校目標又は学校経営方
針との関わりを踏まえた総括的な評価
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3 教職員の研修の充実

〔実施計画の證点〕 -
0港縦鯛究の充髪では、外部器師の舵腱を積極的に嫌

① 地戲八の僞報発燭と学校公開の工夫

④ 地域教萄力の活用 r B r A r
、‘‐･‘‐.′←、←←←

r

③ 学校評価を生かした学校の鼓髪

① 綬築研究の充案

#

F

B

B

r

r

A

B

r

r

、‘‐･‘‐.′←、←←←

.･･.･･、.‘←←←･

r

r

② 授繋評価の活用 r B r B r
.･･.･･、.‘←←←･
r

め撰裳研究の活性化を図る 0授菜製髄の濫用では、
芻縦郭価シートを活用し研究の充実に努める 0地域

⑥ 地威教材の濃極的活用 ･開発の促進 r B r B r r

教材の概綻的;養稍 ･開発の促進では、地頭の戦材の掘
り起こしを行い児疏の学習意欲の向上を図る
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子どもたち

の学力向上

項目

1 個に応じた指導の充実

自由記述欄

〔学校目標 .学校経営方針に観点を充てた総括的な評価〕 ･

教育活動全体で ｢すすんで学ぶ子｣ の育成に努めたが ｢主体的に学ぶ姿勢を身に付け課題解

決に取り組む｣ ことはまだ十分とは言えない。 算数を中心とした少人数指導や
学習支援での

T T を活用して、 主体的に学ぶ姿勢を育む教育活動に取り組み、
学力向上を図る。

県学習状況調査や全国学力学習状況調査における分析結果の活用を進めていく。

2 健やかな心と身体の育成 学校では ｢たくましく、 思いやりのある子｣ の育成に向けて取り組み
を行ってきた。 課題

解決に当たっては家庭との連携が必要であり、機会ある毎に家庭生活に榛ける生活習慣の定

着や望ましい対人関係づくりの大切さを周知 ･啓発してきた。挨拶運動等は本校のみならず、

沼間中学校も含め沼間地区全体を巻き込んで進め、 ｢心の育ち｣ をサポートする体制
づくりが

進んだ。

肛

課題に迅速

に対応する

学校作り

1多様な教育課題への対応 学びの一貫性を考えると、 幼 ･保 ･小 ･ 中の連携の推進が必要で
あるが、 沼 -剛地区として

の密度の濃い取り組みが達成できてきた。

新学習指導要領の実施に向けた ｢確かな学力｣ ｢生きる力J を育む教育を推進する上でも、寄

与する面がみられた。
｢外国語活動｣ 導入に向けた準備として、 充実した研修会を開催することができた。

2 地域に開かれた学校づく

り

学校だよりを発行するだけでなく、 懇談会、 学校説明会など直接的なコミュニケ
ーション

を活用した情報発信に努めたことにより、 学校理解が深まった。

時代の要請から、 メール配信の取り組みも進めることができた。

m

教職員の指

聾力向上

1 教員の指導力向上につい

て

｢楽しい授業、 分かる授業｣ をめざし、 指導力向上のために
校内で授業朝九を逕うた。

職員構成の若年化を見据え 授業研究｣ を通しての、教材研究、人材育成を図ることができ

た。

記述欄
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1 鰯に応じを指導の充実

〔簗施計画の難点〕
○纒嘲と評価の一体化を図る
○学力調査 ･学習状況調査等の分析 ･活用による指溥
方法の工夫改善を図る

④ 基礎学力定醤のための国に応じた指導の充翼 r B F A r 萎 r

B A

B A ･

.
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0 掌琶握遂に刻する支膿 ･指導の取り組みを進める ④ 支援教育の充実 r 8 ‘# A # !r
2 健やかな-も、と身体の育成

〔実施計画の重点)
0 学校生活 ･家蔭生活における児乾の健全な生活習慣
の脅威 0 様々な場面 ･機会をとらえ豊かな心を育む
情報教育の推進 0 保護者 ･地域 ･学校の協働による
ナ作増ゞ尹上｢

‘ ○豊かな自然体験 ･実
物体験 ･艦寳体験 ･ものづくり体験篭を通して人間
性 ･感性を育む教育の難進

① 基本的な生活髯畑の富威 r B F A r ! r

B A
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③ 豊かな体験港靱の雑達 r B # A F 冬r
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信 多様な教育課題への対応

〔実施計画の難点〕
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④ 国際理解数琶の推進 序 B #

F
r

.･･‐'･･･‘‐、.･一
美ま r③ キャリア敷苺の蓬達 r B l7 .･･.･･.･････←
l r⑥ 福祉教育の堆進 庁 B 刃

肺 -
r
r

.'‐、.̂‐･･.･･･
i r⑦ 蝋隣教育の樅達 r B F

弓 rr⑧ 情報教育の推進 r

r

B

B
F

タ

B A

2 地域に開かれた学校づくり
〔実施計画の重点〕
0 楓極的な学校慥報の発信 ･
める 0 学校行事 ･ :& -約し小 - イミリ介し翻ここりに
深める 0 地域 .保護者との壊塊協力による手作りの
学習環膿の螫鰯充実 0 学習 ･行事 ･蹴嬢整備毬にお
ける隣極節な外部人材の活用 ○敷麓活動に活かす学

① 地団への情報発檀と学校公開の工夫

r
.･･.･･.･･.･←‐‘

;r④ 地鯵教育力の活用
r B 序

③ 学校評価を生かした学校の改善
F B 序 A F ;r

m

教
員
の
指
導
力
庖

.

上

3 教職員の研修の充実

〔裳施計画の頭点〕
一^ 塑代父代 ◆々選も÷、授業をはじめと

① l受難研究の充実 r B F A 刃 ミr
B A

十 G ℃

B A
② 投棄評価の活用 r B F A l7 ;r
◎ 地鯨教材の瀦極的活用 ･開発の脹進 r B F A r ◆rる。教育課程の既成をより適正で計毫的なものにする

ことによって、 個々の力獄の向上 ･ベテランから若手
へのバトンタッチを閨る。 ④ 研修灘葉の充実

l7
B
F
A
戸美r

〔ね≠'t57 体反 語 か一J ,魂コニー,セ7下 Cヌギ′/

“‐
. H nーることか く芸将 ヘハ増ニリ

3. □-巴

フンこ

とおv｣ 瀞な、C に。 〉. 司直 した小 r ひ C ' “な
かった。

ノUTJ‐ ×は せ議し 豹炉つく允美〉 A… M 靴ノフンの金で◆ & 小牛ふ いに鯖ることが

青 総 合 プ ラ ン 実 施 計 画 評 価 一 覧 2 0 0 8 ~ 2 0 1 0久 木 小 学
学校



3 つの柱 雛頁 . 目 自 由 記 述 欄
〔学校目標 ･学校経営方針に視点を充てた総括的な評価〕

I
子どもたちの学力向上

1個に応じた指導の充実 学力学習状況調直言の分析を各学付そこ報告し、今校の議題をn誹等した。
全教職員で支援教育の体制つくりをし、学習遅進に対する

支援･指導の充実

を図った。夏季休業中には、2年生以
上の学年を対象に学習支援教室を実

施した。

2健やかな心と身体の育成 保護者･地域 ･学校の協同により前面的に学習環境整備に取り組むこと
が

でき疑。(校内ペンキ塗り、敷地
内の植樹等) 地域･外部の講師を呼び、表

現活動や鑑賞活動を積極的に行うことができた。特に2 ･3 05年生では、
県

アート活用事業で造形表現、演劇表現の機会を得るこ
とができ、貴重な体験

ができた。

ロ
課題に迅速に対応する
学校づくり

1多様な教育課題への対応 児童指導支援部を中心とし、個別支援に対i′&ゞ ぐきる
整備を進めた。まに、

保護者や他機関との連携にも力を入れ、迅速な対応に努めた。 子
どもたち

の発達段階に応じた福祉教育や人権教育を推進することができた。(3
･5年

は障害者の方･盲導犬から学ぶ。6年は被爆者の会からの
講義等)

2 地域に開かれた学校づくり 学校だより、ホーム
ページ、掲不板や半年 ･学ん圦

懇談会等を活用して、′濱

的に地域家庭情報の受信に取り組むことができた。外部人材の活用とし
て、

サポートシステムを立ち上げたり、保護者ボランティアを募っ
たりしながら、学

校全体の整理調整を行った。

m .
教職員の指導力向上

1 教員の指導力向上について 校内研究を中心に、授業研究の活
性化に取り組んだ。授業協力者や講l

を積極的に活用し、様々な意見交換を行い
授業の改善に取り組むことがで

た。

〔久木小〕 学校 2008 (平成?0) 年度 項目別に捉えた学校目標又は学校経営
方針との関わりを踏まえた

ら さ
　　　



実施計画の重点等

個に応じた指導の充実

実施計画の重刻 . ↑弱く少人数指導を
い圈に応じた基礎基本の定義化と計算力テスト .膿
テストを行い分析を進めを↑賞する力鵬の定養を図る
読解力向上の取り望んテ
るための副究 研修 0 誘蟹綣進活動では2くX〕4 .5

賤の研究実践を活用。図毬釈ラン旨?活動継続。支援叡
では枝高度膿教育チームの活用、組織的取り組みの

② 読解力向上の取り組みの椎筬 # B r B F
.･･･←‐･･.･←←･

:
･‘‐･、･･･←‐̂‐‘‐･･･

r

③ 読認活動の推進 r A # A r
･‘‐･、･･･←‐̂‐‘‐･･･

;r望んテ !･1註 -" -′たノ“
修 0 誘蟹綣進活動では2 0 0 4 ･5

④ 支援教育の充実 r B F A r ÷r
健やかな態と身体の育成

実施計画の斑点〕
学校数窩目標 ｢自分も人も大切に｣ に係わって基本
行動自爆 ･学年別行動目標を立て年間を濁して指導

踝瀬古 .地躍への広報渚期 0 縦割り築圏活動の蝋
0小坪の自然、人等地域を生かした教育活動 0
の健康のための謎支膿活動の充実

多様な数蕾課題への対応

実施計画の麓点〕
i多様な敷廚課題への対応を図るため ｢総合範な学習

時間｣ における全体計画の中に学習活動を位圏つけ

,と共に年間指導計画を明確にし圈費全体で取り組む

D 基本的な生活鷲慣の薄筬 序 B r B # ◆
"･“･･･‘‐‐"‘…
r

B

B

B

A

@ 豊かな心を青む教導の充実 r B r A F
.･･.′‐.･‘‐･････

i
."･･‐‐‐'‐‐‐‘"‐･
r

③ 豊かな体験活動の挺進 # A 序 B 仔 ◆
.･""……等･
r

④ 健康教育の推進

① 子ともの安全と安心確保の推進

r
一
野

B
一
B

r
一
戸

A
一
A

r
-
r 秦
･ ･̂‐‐‐…"“中

r

r
･.･ '‐･

r② いじめ ･不登校特への対応の推進 授 B 仔 B F
. ･̂‐･･.･‘‐･･･.･

美
. ･････‘‐･･,.･･.･

③ 幼稚園 ･保育園 ･小学校･中学校の連携の槌進 序 B # A #

r

. ･････‘‐･･,.･･.･

黍 r
. ･･、.･･.･･.･･.･

i
."‐…=“･、.““

r

r

④ 国際理解数琶の推進 F B F A

佳遵 F B F B F
.･･.･･･←‐̂‐、.･･･
!

･‘“"‐…‐"‐"&
!“安全刻莱に努め、 児頭自らが厄蟆を回避ぐきるよ

ミ力の育成
)いじめや不饅校等心に係わる課題に関して早期発

ま、刈膊、C
2 ^州にのぞむ

◎ 福祉教育の推進 r B 将 A r

;
･‘“"‐…‐"‐"&

:
.･･.･･.･･･‘‐←‐･:‐

r

⑦ 轢眺毅裔の推進 r B F A r
.･･.･･.･･･‘‐←‐･:‐

も
･‘‐‐‐……!
r

r

r

⑧ 情報教導の推進 r
‐
r

B

B

F

F

A r

r

･‘‐･･.･←‐･･
i
る･. "‐“".…"▲:←

A2 地域に開かれた学校づくり

〔実施計画の箪点)
0 地図に開かれた学校づくりに向けて情報教育担当設

置、学校を‘ハ ソの充実 ○あらゆ
る檄会に保護者 ,

地域への周知 ○;｣･坪の自然 ･社会 ･人等地綴の資源

を十二分に生かした教育活動の展開 0 次年度につな
がる学校群価

3 教職員の研修の充実

〔実施計画の重点〕 -

し しスヒ{d rコミコニケーション向上｣ を

ブーマに低 中 ･高 ･あおぞらプD汐で研究を選め一人

吋回を国織に黍築公開 0 擬禦評価の活用では鉾教科

において昨年 実施の一斉テストを分析、基醍 ･基本の定

箭を図る 〇 域教材の活用 ･開発の促進では地域素

① 地域への欖報発博と学校公開の工夫

② 地域教育力の活用 r B 序 A r
. ･←‐･･･、.･･.･‘‐←

"
.
r

③ 学校評価を生かした学校の改善

① 艘寮研究の充実

F

r

B

A

r

r

A

A

r

r :
←‐←･･･←‐‐‐･･･“‘:

r

r

② 撰柴評価の活用
F B # B F

←‐←‐･･←‐･････‘‐‘‘

:..･ ･.･･.･･‘‐、←‐･･

r

ブーマに低
一国を国織に
において昨年
箭を図る 〇

③ 地域教材の積極的活用 ･開発の促進
r B 序 A r

.･ ･.･･.･･‘‐、←‐･･

:r
打の教材利

る研修及び椒
中に研修の実

扇言詞幅

、 I'! ′｣、 学 校 数 管 総 合 プ ラ ン 実 施 計 画 評 価 一 覧 2 0 0 8 ~ ? 0 l 0

評価:轢 平均 輯
U趨薄暮琴隣窓ぎ透窓晋目



3 つの柱

I
子どもたちの学力向上

亞
課題に迅速に対応する
学校作り

m 、
教職員の指導力向上

項 . 目

1個に応じた指導の充実

》…… - - -
自 由 記 述 欄

〔学校目標 ･学校経営方針に視察を充てた総括的な評価〕

少人数指導、読書推進活動、支援教育い
ずれにおいても年間計画をたて組織的に取り組

んだ。学校独自に学年末診断テス
トを各学年で行い習熟の様子を見るとともに、次年度の学

習に生かしている。

2健やかな心と身体の合成

1多様な教育課題への対応

行動目標を作成し、各学年の発達段階に応じ
た連続性のある指導を行った。地域の方々や

施設との交流などふれあい教育を計画的に行っているが、学校の全体
計画としてのねらいの

見直しが課題である。

今年度はィ~信吉対尹に実弾こ児董の教室に実際に不審者役を侵入
させ、昨年に引き続き段

階的な訓練を行った。地域の安全マッ
プはp T Aと協力して見直し、指導の徹底をはかったo

次年度は児童に縮小版を配布し日常的な指導を行う予定である。
いじめへの対応については担当を中心に日常的に取り組んだが、対応につ

いての課題が

残った。早期発見、早期対応へのいっ
そうの取り組みが必要である。

2地域に開かれた学校づくり

1 教員の指導力向上について

地域の教育力の活用という点で活動は充実しつつあるが、学校の考え方
や活動のねらいな

どを伝えていく取り組みが十分でなかった。
学校評価の取り組みを日常的にするために、新しい評価の方法を考

えたい。

･学校組織の改善を図り、授業改善の取り組みの
強化も踏まえ昨年の｢教育研究部｣を｢カリ

キュラム担当部｣に変え、校内研究が常に教育課
程につながるよ列こした。本年度は校内研究

のテーマを｢コミュニケーション力の向上を目指した授業研究｣と
し、全員が研究授業を行っ

た。研究会において講師を招き、
授業力の向上を図っている。本年度の授業づくりに向

けての

講師は横浜国立大学の高木展郎教授、宮城教育大学の相澤秀夫教授
他。次年度の研究の

まとめに向けて充実した取り組みができた。

学校 2008 (平成20) 年度 項目別に捉えた学校目標又は学校経営方針との
関わりを踏まえ



池 ･子 小 学 校 教 育 総 合 プ ラ ン 実 施 計 画 評 価 一 覧 2 0 0 8 ~ 2 0 1 0

3 つの
柱

項 目
行 動 プ ラ ン

今年度
一部変
更有り
☆

評価
0 7

認
識
◇
評価
0 8
雛
騨
評価
0 9
認
騨
項目別
平均
0 7

項目別
平均
0 8

項目別
平均
0 9

柱別中
均0 7
柱別平
均O B
柱別平
増0 9

実施計画の重点等

1

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上

個に廊だそ t〕"= ↑大森

実施計画の難点〕
基礎学力走轡のための個に応じ把握獨ではv 児鱸実
の把握を行い、堅睫基本定糞のだめ蟻狸法の改善及
学習支援を進める ｣ …

-★;J'. 学習
腰釈秀ゲイネテ - ]

演ぜ-ると具ん1氷る鬘台 ･
ノトフトラ 7き轟ける 0 支援教養充

のため、教育相談事ティキタ-を中-ふとした校内児海指

① 基礎学力定哲のための【鰯に応じ足指溥の充実 F C r A F ミr

B A

B A

② 読解力同上の取り組みの推進 # C r A
一
A

r ミr
l7
.･････←‐･′‐

棄r③ 務螫活動の推進 r B F

④ 支援数萬の充実 r A F A F 奏r
2 健やかな心と身体の育成
【三餓テー - 1
÷ { …- ｢ q u a、 家庭 ･学校 ･

地域が協力して規則正しい生活髯欄 ･鰹金な規範意識
の育成を進める 0 小額櫟校の特性を生かし ｢縦割り
胃働｣ rふれあい行事｣ ｢キャンプ ･修学旅行｣ の取
り組みを通して豊かな体嬢活動 ･豊かな心を育む数寄
を進める ○家庭 --塵譜･

① 塾本的な生活閣慣の宵威 r B 序 A r !r
B A

② 鰹か微も、を蕾む教育の充実 佇 A 々 A 舒 "r
③ 豊かな体験活動の確進 r A F A r ミr
④ 健康教導の推進 F B r B 佇 ;r

ロ

課
題
に
迅
速
に
鰡
獅
す
る
学
校
作
り

1 多様な教育課題への対応

〔実施計画の重点〕
○学校と保護者 ･地隣の連強を深め、児箪の媛全 ･安
心確保に取り組む
0 数萬相談半テ仲‐外を中心とした校内児鑿脂圈体制の
確立を図り、 いじめ ･不費校について迅速な難応がで
きるようにする
0 蝶廃教育について、 取り巻く環朧を見つめ、その良
さや課題を認識し、 よりよい瞭蝿作りに取り題む

①. 子ともの安全と安心確保の朧達 r A F A

A

A

A

B

A

A

A

S

r ◆r

B A

B A

･

序
･ ･･‘‐･････←‐･･

i r② いじめ .不登校篝への対応の帷進 r A F

#
℃‐‐←、.逐亀.･･･

! r③ 物礎園 .保育園 .小学校･中学校の連携の雄邁 府 日 序

幇
.･･.･･.′‘･･･.･
･ r④ 園曠理解数竇の堆避 l7 B r

.･･、. r.･

r r
.･･.･･.･･.･･･

l r◎ キャリア数弱の推進 r C

l7
.･･･ ･･

r

.･･‐‐‐‐･‘‐･･･'-
!.

‘′‐‐･･･…“‐‐･'

!
r
.･‘‐･ ･←

r

◎ 福祉教育の橇達 r B 勾

⑦ 環蹴教育の艦達 F B J7

r

F

.･･.･←、.･････

:rr◎ 髓報教高の推進 r

F

B

A

r

F

A A

2 地域に開かれた学校づくり

〔葵樋計画の菫点〕
0 学校だより、 ホームページ、学校公開等を通し、字

① 地域への情報発煙と学校公開の工夫

② 地域戦費力の活用 F B # A F :r
0 学校訓価により教導活動 ③ 学校評価を生かした学校の故琶 F A F A 庁 ;r

m 3 教職員の研修の充実

力教 よ寮藤漿轉窪要餐主席粭 憾鰡樅の漆檻‘疼猷ネ
向員 る電騒ごり鋳器制なを宅轍講芥奨錢あ錮諒壁ね理涎
上の めながら授葉改箋を盛る
指 0 研修会の充稟を図ると共【こ、 地頭教材の舌用 ･開発
導 を進める
-…- - 年度 蟇準〕 A . 計画を F回〔20 0 7年度 評価至準

① 授業研究の充実 タ A 序 A

A

F ◆r ･
A B A

元定家蜜類鞭美鬱実需がっ覆す一三
- - -…

拶
.･'‐.･･.･････

i r② ;受業評価の活用 F B F

③ 地域教材の積極的活用 ･開発の促進 17 B F S 将 ◆r
④ 研修粥案の充実

う顕著な実践ができた
r
3. 計蔭

学校 l学校

礎麗i謬栞籍恕談議鞭霊讓轆搦琴酵晋搏醍
項 目



3 つの柱 項 目 自 由 ･ 記 述 欄

I
子どもたちの学力向上

1個に応じた指導の充実 ･少人数指導･11･専科等、多様な学習形態の在り方を検討し、個に応じた

指導の充実に取り組み、指導効果が見られた。今年度の成果を踏まえ、単級

の学年は多くの教師の眼で児童を指導する体制を整える。
･児童指導支援への組織的取り組みにより、児童の実態に応じた対応が可能

になった。次年度も継続して問題解決に取り組む。

2健やかな心と身体の育成 ･全国体力調査等の資料を参考に健康づくりの取り組みを進める。次年度は
食育の充実に向けて指導計画を作成し、実践していきたい。また、継続して

保護者との連携により基本的生活習慣の改善を目指す。
･ふれあい行事･たてわり活動を通し、地域の方々との交流や異年齢交流を

進めた。また、あいさつ運動、コミュニケーション力を育てる
取り組みについて

研修等を行ってきた。継続して豊かな人間関係づくりを進めていく。

ロ
課題に迅速に対応する
学校作り

1多様な教育課題への対応 ･今年度発足した逗子中との小中連携担当者会を生かしてよりよい連携の在
り方を検討し、具体的な取り組みを進める。
･これまでの国際理解教育や英語教育在り方検討委員会の活動により一定

の成果をあげてきた。それをベースに新指導要領移行期間の英語活動への

取り組みを進める。

2 地域に開かれた学校づくり ･学校の情報発信･情報提供については保護者アンケートぐもよい評価と
なった。次年度も一層の充実を図りたい。
o今年度は、地域連携推進事業委託を受け、池子お話会との連携で読書

推

進活動を進めた。学校支援地域本部立ち上げに向けて、幅広く支援ボラン
ティアの活用を進めたい。

肛
教職員の指導力向上

1 教員の指導力向上について ･牧内研究では、講目｢りの指導助言を受け、教諭全員が研究授業を行ったQ滋
子市授業研究推進校委託も受け、｢子ども同士が学び合う学習｣をテーマに

研究してきた。次年度は、新指導要領の学力観に基づいた授業研究を
進め

ていきたい。
･今年度は、地域性を生かした実践がいくつか行われた。その成果

を湘三教

育課程研究会で提案した。次年度も地域に根ざした学習に取り組む。
｢特色

ある学校づくり｣として計画している郷土資料室の整備･活用もこの一環として

位置づける。

逗子市立池子小〕 学交 2008 (平成増) 年度 項目別に捉えた学校目標又は学校経営方針との関わりを踏まえた



還
“
子 中

“
学 校 教 育 総 合 プ ラ ン 実 施 計 画 評 価 一 覧 Z O O B ~ 2 0 1 0

3 つの
柱

I

子
と
も
た
ち
の
字
ヵ
向
上

項 目
行 動 プ ラ ン

今年度
一部変
更有り
☆
獲
一
B

毀
鱗
纏
◆一
｢

麗

★

認
鰓◆
≠

評価
0 9
認
學
せ

項目別
平均
0 7

B

覇
盟
A

項目別
平均
0 9
緘
些

B

椒幽

A

柱別平
均〇9

契施計画の亜点等

t 憊に応じ彪指導の充冥

〔実施計画の霞点〕
0庭彎法の工夫政轡を図り璽礎 ･墨本や自ら学び蓄える
力の総筬 0少人敷獨醇の充実と祓築の数艫化 0牢習

@ 擁解力向上の取り組みの鷹達 r C r B r r

⑬ 読織邁勤の推進 # B r A r r
支援シートを作成し生徒への支援

④ +“…" F B r A r r

2 健やかな!ふと臺体の育成

0′かの教導の充実 C 【'“
し癸鹿 0くらしに運動 ･スポーツの習慣をつけるため
3 0 8 3通勤の腱避

① 基本的な生活間擬の礎威 ･ F C r B r
℃‘←‐‘←←‘･、･･･‘‐′‐‐←←←←‐←‐･･･

r

C B@ 豊か微かを肩む数電の充実 r B r A r
℃‘←‐‘←←‘･、･･･‘‐′‐‐←←←←‐←‐･･･

r

⑩ 眩かな体験活動の r C r B r
.･t･′‐‐‐･‐̂･･.･･‘′‐‐

r

④ F C r B r
.･t･′‐‐‐･‐̂･･.･･‘′‐‐

r

肛

課
題
に
迅
速
に
剥
応
す
る
学
校
作
り

1 多様な教導課題への対応

〔実施計画の艫点〕
0継力と特色のある学校づくり
○課題の繋墜と纏籤の腰園化. 外部楓闇との邊聴による
難応
0蛍金 ･安心な学校づくり、生徒の防災 ･肪犯騒醜銭の向
上推進
0総合脚な学習の充寮、知識を生かす力の獨威

① 子ともの安全と安心確保の雑遅 r B r A r
℃‐･･.･･･‘‘･′‐‘℃.←‐･･‐'.←←

r

B A

B A

② いじめ ･不餐校瓱への刻廊の雑避 r B r A r
℃‐････.･‘‘.′‐‘℃･←‐･･‐‐←←

･℃←←‐･･.････.･･.･←‐･････t
r

③ 幼稚園 ･煤奮園 ･小学校･中鮮校の邊孵の雌撻 F C r S r
･℃←←‐･･.････.･･.･←‐･････

.･･,′▲℃‐←‐←‐←‐‘･‘‐‘･.･‘‐‐←
r

④ 国際燻解数費の榧旗 # C r B r
.･･,′▲℃‐←‐←‐←‐‘･‘‐‘･.･‘‐‐←

r

⑤ キャリア数琶の雌建 拶 B r A r r

⑥ 福祉教育の瞳違 r C r B r
･←‐･･.‘‐･･.･･.･̂‘‐‐←‐←‐‘‐‘‘t

r

⑦ 躍隣教育の雄邁 F B r S r
･←‐･･.‘‐･･.･･.･̂‘‐‐←‐←‐‘‐‘‘t

‘‘･‘･、.･･←←･←←‐←←←････.･･･
r

･.･‘･････････‘‘'‘′‘‐･･.･‘‘←、･･･、.･℃‐'℃‐･･←････‘▲･′‐･･.･‘′･、℃℃‐‘℃′←←･･･････‘‐･‘‐,･.･･.･′′‘‐･･･.････,.･‘‐‘℃･
⑪ 鯛繋教導の樅遭 r B r A r

‘‘･‘･、.･･←←･←←‐←←←････.･･･
r

2 地域に開かれた学校づくり

〔要施計画の鰹黛〕 ○学校 ･家誕‐地団の願いの共有
と役割お親 0 鰈腕 ･福祉 ･読婆なとを通して教費と保
識者 ･地域と"門耐えd Jミユニケーションの雄達 0内
部 ･外部評価 ･鈍〕C Aサイクルによる改琶システムの運
用 0地鼠の人材肥腱と活用蓮麓組織づくり防犯庇災慨

① 卿鰕への情報発情と学校公開の工夫 r A r A r
,℃‘′℃･･.････←←･･.･･.･･.･･･

r

B A⑭ 地域教育力の活用 r B r A r
,℃‘′℃･･.････←←･･.･･.･･.･･･

.･･.･‘･‘‐‐‘

r

③ 学校評価を生かした学校の改善 r B r A r
.･･.･‘･‘‐‐‘

r

田 3 教職員の研修の充実 ① 糠研究の充裳 r B r A r
.. . 一に

潅畿臘熟議褻は礬雜援熟雛雙鶴鰊繃 影目 F合 F F
B A B A

笹 塞輻籤霊堆瓣鷺髭疵舞電装翻せ
鞭
④“●“““““ ｢ B r A r r

で濁て努年度 評価基準j A . 言 画 上回る顕著な冥践ができた
耳溶掴芝謬靱輔弼をでぎだ。

一一一一-- - - - - t灯留同寅琺翫廃葵費繭部寮霄罰幇一

〔2 0 0 8 ･ 9 年度 評価基準〕 S . 行動プランの水準を上回ることができたく次年度の
プランを先行実施又は詳細にわたって充菜) A… 行動プランの全体を水準まで進めること

ができた

R 容萎ぬプランの【占“だれ 偶よん三話芥テンができた C 行動プランの全体を水準まで進めることができた

′‐←r.･℃‘‘‐‐･･.･･.･･.････、‘℃･‘‐‘‘‘、.･“‘"℃←‐℃←←'･･←･･････t‘▲、,･t,.℃‐℃←･‘←‘‘･‘‐･←℃′‐･･‘‐･′′‘‐“‘･･････,･･

② 撰案評価の活用 r B r A r
･･.'‘'′‐･･.'‐'‘▲‘‐‐‘‘･′'℃‐℃

r

⑧ 地鞁教材の蕃負極的活用 ･開発の促進 17 B r B r r

r
耳溶掴

B

晢慰.

鬱 ラン 講髪雰學 讓薹む要讓薹露 難聴受難鰐搬眺晋項 目
3 つの
柱

それ}



増 “

項 目 ･ ー茵 由 記 述 欄
〔学校目標 ･学校経営方針に視点を仲 ｣′‐

‘…一 戸 鼾価〕

I
子どもたちの学力向上

、

.

'

.

肛
課題に迅速に対応する
学校作り

･
･

･

.

･

肛
教職員の指導力向上

1個に応じた指導の允実 逗子中学枚重点目標｢個に応じたす曰零の允癸｣と対応
｢意欲を引き出し自ら学び考える｣をテーマとした全教員年2回の研究授業の

実

施、夏のoasis･補習及び
冬の教科相談、教科だよりの発行、学習

支援シートの作

成、図書館の蔵書1万冊の
データベース化等の成果があった。評議員からは

｢先

生が双方向の授業をつくろうと努力している｣という授業参観の感想をいただい
た。

2健やかな心と身体の育成

1多様な教育課題への対応

逗子中学牧童点目.標はりよい習慣
づけ卸家庭･地域との三協･協働｣と対応

挨拶運動、環境学習としての3R運動、授業
や家庭学習における振り返りの重視

等の成果があった。

逗子中学 重点目標との明確な対応はない
ただ、環境学習は重点的に取り組み、

来年度地域とも連携して｢蛍の里づくり戦こ

翳鑿論叢教
教
育
育
等建つ鶏燃さ詰堆

も開議演養護計
実績箋艦鵺化幾ら難酸

要がある。

2地域に開かれた学校づくり

1教員の指 力向上について

逗子中学校堕点目標l琢腱‐地域との連携‐協働｣と刈応

学校だより(資料7)･H Pの充実、メールサービスの開始、地域
と連携した地域清

襲職;鞭撻教示鞘鞠鞘熟め濶礬聽搬皺総長骸畿総説老訟
の里づくりそま地域にも呼びかけられる良い取組だ。｣という評価をいただいた。

逗子中学校重点目標｢個に応じた指導の充実｣と対応
グランドデザインにコンビテンシーを銘記し、授業との関連を模

索、メンタリングとB

S (b ro th er an d 税ste工滞りの試行等の成果があった。評議員
からは｢ビジョンが明

確で、生徒にどういう力をつ
けさせていくか、教員の共通理解がで

きている。｣という

評価をいただいた。



久 木 中 学 校 教 育 総 合 プ ラ ン 実 施 計 画 評 価 一 覧 2 0 0 8 ~ 2 0僕O
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項 目
行 動 プ ラ ン

今年度
一部変
車有り
☆

評価
0 7
総
騨
評価
O B
饑
雙
評価
0 9
灘
辱
項目別
平均
0 7

項目別
平均
0 8

項目別
平均
0 9

柱別平
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柱別平
均〇8
柱別中
淘〇9

実施計画の重点等

I

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上

惟 個に応じた指導の充実

〔実施計画の距点〕
○少人数授業の充実 0 選択撰業の充実
0 補充的な艘纂の推進
○学習相談 ･教育相談の充実
0朝読盤の推進

① 基礎学力定灘のための掴に応じ足指導の充実 々 B r A r i
‐̂‐‐…‐"‐…▼‐
r

B A

B A

･

② 読解力同上の取り組みの雑達 F B l7 . A F
‐̂‐‐…‐"‐…▼‐

]
.““‐“‐"‐…}‘
r

③ さ売邁活動の橇進 序 B r B 野
.･･‘‐.･･.･･.･←‘

!
、.･･.･‘‐‘←.･･‘‐･

r

④ 支磯教育の充実 F B r S r
、.･･.･‘‐‘←‐‐‘‐･

美r
2 健やかな心と身体の育成

〔実施計画の車点)
0 道徳役葉 ･学級活動 ･朗読霞の充実 ‘ ○不費
校 も、じめ開聞への積極的な取り組み 0 妙‐!↓bリ
ッセチリかの教育相議員 ･教育研究所相談費 ･瀬“愈脂灘教
室 ･民生蜜員 小越穣関等との連携 0 鳩和リッセリング

① 墜本的な生活習慣の育成 l7 B r B r l r

B A② 豊かな心を育む教導の充実 r C F A r
.･‘‐･‘‐･･′‐･･.-

-l
.…‐“‐･･･←‐"〉
r

③ 響かな体験活動の雌避 r B F A r
.･･.‘‐‐‐.･←‐‐←

!r
④ 健康教師の推進 J7 C 仔 A F :r

肛

課
題
に
迅
速
に
対
応
す
る
学
校
作
り

1 多様な教育課題ハの対応

〔実施計画の観点〕
0 確かな学力 ･主体的な学習態度の茜成
0 心の教育の挺進と生徒指導の充実
0 教育轍鍵盤燭と保健 ･安全教育の鰹選

① 子どもの安全と安心確保の推進 F B 々 A F ◆.、、…･･････Mm}
r

B A

B A

･

② いじめ ･不鱗校等八の対応の賤進 r B F S r
、、.･･.･･.･････

斐
."‐･“‐‘…"◆

r

③ 幼機園 ･操蕾園 ･小学校･中学校の連朧の雑進 将 B r A l7
.･一…･･･
J r

④ 国際理解教育の難進 r C # A #
.･←‐･･.･･･‐‐･‘‐′

!
.‘‐‐…･･･…“‐'
r

◎ キャリアフ教育の推進 r B r A r
.‘‐.･･.･･.'‐‐‐

'
.“‐‐.…‐“…“
r

◎ 福祉教育の推進 F B r A r
.･･.･･･̂‐･････

美
･←←.･･･、.････＼、
r

⑦ 踪膿教養の推進 げ B ; A r i
"、.･“‘‘‘““"
r

⑧ 情報数電の推進 戸 C r A 仔
.･ ･. ･

;r
2 地鼠に開かれた学校づくり

〔実施計画の璽鎭〕
0 砲鰄とのふれあい活動の充実 0 地競に開かれた

学校づくりに関する教職質の意識の改革 0学校訓

① 地厩八の隨報発信と学校公開の工夫 序 B r B r !.. ･‘…‐"【"‐“'
r

B B② 地腰教育方の活用 r B r B r
･、･、、.････ ･

◆r
③ 学校評価を生かした学校の改箋 糟 A r A r :r

肛 3 教職員の研修の充実 - ① 授藥研究の充実 仔 B i 佇 S 棄 r l r

脳 ‘護繊麗鶏輔弼 琺 鱗“‘■ 繊 “‘““既 @ .
纖 "贓議嵐 … .…………………………………

鳶………‐
麟ふ こ .…

目ふ こ……、…
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向費 ○世代間交流を避して経験雛 鰯 盤わ麓 雛る③ 蹴教材磁極的活用･鱗 磁選 F q r N r l r
‐笹 讓 饗 鑓 稜 。教師の力園を高めるための④ 研修飜の売裏 r B ! 野 斜 r ぞ

鉗 ‘“‘“.･‘“■““ぬで務説年度 評価基準〕 A . 計画を上回る顕著な実践ができた
‘ B . 計匝とおり概ねできたo

② 損嬢評価の活用 貯 B r B r
.･･.･′‐････、←‐

l
.･･.←、.←‐‐‐.･･.･

r

③ 地厩教材のき荒極的活用 ･開発の促進 F C r A r
.･･.←、.←‐‐‐.･･.･

;r

〔2o o 8 . 9 年度 評価基準〕 S . 行動プランの水純を上回ることができた (次年度の
ブランと先き÷鑓 M i " にって充実) A… 行動フランの全体を水準まで進めること

B 行動プランの…都を水準まで進めることができた C . 行動プランの全体を水準まで進めることができた



3 つの柱 項 ･ 目 自 由 記 述 欄
〔学校目標 ･学校経営方針に視点を充てた総括的な評価〕

I
子どもたちの学力向上

1個に応じた指導の充実 少人数授業を全学年共に習熟度別学習に、また選択授業では各グループが少人
数で活動できるようもこ同教科でもグノレーブ数を増やした。個人カルテについては支

援教育委員会の取り組みの中で個人ファイルとして情報を管理するようをこしたば長期
休業中やテスト前の補習 ･教育相談は定着した。読解力については朝読書を含め、
国語科以外の教科も計画的に取り組みを始めた。支援教育委員会を中心に個人支
援の取り組み計画を進める準備を始めた。

2健やかな心と身体の育成 学校生活の基本的な決まりを確認する意味で生徒指導マニュアルの周知を行い。ま
た、P T A に協力依頼し生徒の登下校指導を計画的に行い

連携を深めた。学校生活

や体育祭等の行事を含めて挨拶運動の定着化、ブロック活動の充実を目指した。ま

た、総合学習を中州こ3年間を見通して指導計画を作成した。
地域講師を利用して

健康教育･安全教育の定着を図った。

II
課題に迅速に対応する
学校作り

1多様な教育課題への対応 メヱ腐撻 } " ュアルの再検荊が終了した。まに、緊急対応マニュアルの雪ジ、扇
が終了した。

教育相談こついは支援教育委員会を中心に21年度からの取り組みが決定した。幼少中との
連携については20年度は英語の出前授業を行った。21年度からの小学校の英語授業導入に

より計画的な取り組みを予定している。支援シートについては特別支援学級を中
心にスタ･-ト

した。国際理解については火曜 捌こ2年生を中心に英会話
教育を実施した。キャリア教育につ

いては各学年に応じた講師を依頼し充実を図った。グリーンカーテンでは生徒協力により水ま

きを計画的に行った。ミックス用紙等のリサイクル活動も生徒会を中心に取り
組み成果を上げ

ている。

2地域に開かれた学校づくり 19年度よりホームページの更新、学校だよりの発行等計画的に行い充実した
情報発信ができた。授業参観や行事等を通して学校を地域や家庭に公開す

る事ができた。地域ボランティア活用については行事や部活では計画的にさ

れているが教育課程には位置づけられていない。検討が必要。学校評価員
制度を導入した。

m .

教職員の指導力向上
1 教員の指導力向上について 新指導要領を見据えた授業研究を行い、全員が授業評価を考えた研究授業

を行い、年2回の研究会を実施した。総合学習のキャリア教育において地域
教材活用の開発を取り組んだ。
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実施計画の重点等

I

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上

l 圏に応じた指導の充実
〔箕海計團の璽点〕

Jノきノ& - Jんα - 範じた指導では、 夏休み

｣おける学習の連続性を図りながら、 発展的な学習 .
舩

充的な学習を並行しての推進。 0 読解力の向上、 競駿活
期の推進では、 国語科だけに菱ねるのではなく、 全教科
が運擁して進達。 0 支援毅竃では毅高相談コーデイネタ-を

‘"霊 妙小路リソゼぅへ うる

① --“-一 定新例爾& 鯵-" r B r A
一
B

r i r

B A

B A

r
′･･‘‐･･･.･･.･←

美r② 読解力向上の取り組みの推進 r B r

③ 読圀活動の推進 r B r A r ;r
④ 支膿教育の充壌 r B F B F :r

2 健やかな!ふと身体の育成

0 全数職員の共通理解の下に 行きの五か条｣ の定養を図

る 0 豊かな心がバランスよく身についた生徒の奮筬に
努める ○神奈川県イキイキスク--↓推進校として体力づく
り ･健康づくり ･健康教育 ･食教導の3本柱で研究を進
める 0 行事や部活動に葱欲的に取り組む生徒の養成{し

① 基本的な生活習慣の薄成 r B r B r :r
B A② 豊か夜鮒を琶む激青の充実 r B r A

一
A

r ; r
r
.･･.･･･

;r③ 擬かな体験活動の推進 F B r

虹

課
題
に
迅
速
に
対
応
す
る
学
校
作
り

1 多様な教育課題への刻庖

〔実施計画の璽点〕
○2年目を迎える校務分掌組織が、 教育課題に迅速かつ
機能銅に対応できる絹緘としてより有効になるよう検証

｣励み改善
○小中連携を深め、 生撻が中学校生活に速やかに錮応し
ていけるよう具体的な手足てを講じる
0 2 0 毘祥'‐“朝ノ(似巧↑
0 安心できる学校づくりに生徒が参加する体制を翻る
0 支援体制の確立

① 子と石の安全と安心確保の推進 r B r B r 美r

B A

B A

･

② いじめ ,不登校等への荊厄の難遥 r B r A r !r
園 ･小学校･中学校の連携の推進 r A r A r !r

④ 国際理解数萬の腫達 r B r A r 美
,
r

⑤ キャリア教育の艦進 タ B r A r ! r
◎ 福祉激賛の推進 r B r A r !r
⑦ 燎朧教養の推進 戸 B r B r 美r
③ 値齢教育の推進 々 B r A r :r

2 地域に開かれた学校づくり

〔実施計画の壁点〕
0竿校の数議;舌郵を職極的に公開し、 課題を共有する

① 地奴への悔報発信と学校公開の工夫 r B r A r 美
,
r

B A② 地域教育力の活用 r B r A r ◆rとで子ともへの成長支援を広1プる し- -h““′…副“
熱を充実させ操謡者、‐*‘““

“" ‐
一
発伝 〇③ 学校評価を生かした学校の改善 r B F A 17 :r
⑦ 授業評価の活用 序 B F A

A

F l r
r
. ･･.･･.･‘‐･･.･
:
r③ 地奴教材の壕糎的活用 ･開発の促進 r 日 r

r r

行動プランの全体を水準まで進めることがで



3 つの柱 項 目 自 由 記 述 欄
〔学校目標 ･学校経営方針に視点を充てた総括的な評価〕

I
子どもたちの学力向上

1個に応じた指導の充実 学校狄言目標における、めざすユ伐隊f確かな半ノ打の育成について、賀熟皮乃
-｣

少人数授業など日々の実践と校内研究を通して、わかる授業を目指した。少人数

授業のクラス分けの方法等については、教科や単元等の授業内容、生徒の
実態

に応じてよりていねいな方法で柔軟に対応していく必要がある。夏季休業中の補

充学習を、実検等の資格取得を中心に行ってきたが、補習
を中心に変更してい

く。また、支援教育については校内研修会を重
ね、より" 層理解を深めていく。

2健やかな心と身体の育成 ｢健やかな体｣｢豊かな心｣については心身とはこ健康な生徒の育成を目指し、
か

ながわイキイキスクール実践研究校として地域保護者の協力により、｢食育j等の

健康教育を展開した。また、生徒の実態に合わせた人権教育を
道徳の授業を中

心に推進し、豊かな体験活動としては職業体験を今年度
から2日間に延長し充実

を図った。基本的な生活習慣の確立のため、あいさつ運
動を保護者の方とともに

展開し定着したが、遅刻や服装の乱れ等については今後の課
題である。

ロ
課題に迅速に対応する
学校作り

1多様な教台課題への対応 生徒が安心して通える学校を目指し、支援が必要な生徒に対 する組織
的な対応

を、外部機関との連携を図る中で改善した。小
中連携は- 小一中の関係を生か

し、今後とも継続し発展させていく。総合の授業
時数削減については、重点化と

内容の精選を行う。安全については職員のさらなる意識向
上が必要である。ま

た、環境教育は学校生活のあらゆる場
面を捉え、日常的な問題であるという意識

を高める必要がある。

2地域に開かれた学校づくり 開かれた学校づくりでは、地域講師による授業や伜球学習、地域行事への参加、
地域防災や地域清掃等の交流など、様々な取り組みを行っている。しか

し、情報

の発信については、ホームページの更新や学校
だより、学年学級通信の充実が

必要である。また、学校をもっと知ってもらうためには、
行事をはじめとする機会の

内容改善や実施時期を見直す。その上で、保護者地域と一体となっ
た学校運営

を目指す。

肛
教職員の指導力向上

1 教員の指導力向上について ｢確かな学力｣の育成のため｢オノかる授業｣を目指し、生徒保護者に
よる授業評価を

実施し改善に取り組み、また外部講師を招いて校内研修会
等を実施した。また、授

業内での基本的生活習慣の指導や、他を思いやる心･等の道徳的
内容にも取り組む

必要がある。研究授業の実施方法については、より効果
的な取り組みを目指し改善

を図る。また、生徒理解を深めるためには職員会議での
情報交換だけでなく、毎週

行われている学年代表者会、部長会での学年をこえた情報交換も継続
していく。

2 0 0 8 ･ 慮 ?0 度 項 別に捉えた学校目標又は学校経営方針との関わりを踏まえた


